
北アルプストレイルプログラムの今後の進め方
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資料2-1
中部山岳国立公園南部地域山岳部における利用者参加制度あり方検討会（令和4年度第2回）

－北アルプストレイルプログラムの全体像－
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利用者に山岳利用環境の維持について、どのような仕組みや体制が構築されているかを正しく伝える機会を設け、利用者・関係者の認識共有を図る。
利用者や関係者が参加可能な山岳利用環境の維持に関する制度について、関係者で検討する場を設ける。
検討を踏まえ、利用者を含む関係者が登山道の維持に参加する制度を整え、持続可能な山岳利用環境の維持を実現する。

現状を理解する

登山道の維持のあり方に関心を持ち、
現状を正しく理解する

登山行動を見直す

登山道維持に負荷をかけない
行動を実践する

費用面で参加する
登山道維持費の一部を
協力金として支払う

労働力面で参加する

登山道維持活動に参加し、実態を知る

登山道の状況を報告する
登山道の状況について
地域関係者へ報告する

取組を広める
北アルプストレイルプログラムの
取組を自身の周囲に発信する

利用者の参加方法
地域関係者

利用者として考えや意見を届ける
登山道の維持のあり方に関して主体的に
考え、地域関係者に意見を届ける

北アルプストレイルプログラムWebサイト

周知用看板・ポスター・カード

ガイドツアー

登山利用ルール

登山道整備学習会

受入地域での仕組みづくり

環境省中部山岳国立公園管理
事務所
林野庁中信森林管理署
長野県
松本市
安曇野市
山小屋友交会・各山小屋
自然公園財団上高地支部
北アルプス南部地区遭難防止対
策協会
上高地町会
上高地観光旅館組合
ガイド協会
山岳系メディア 等

検討、情報発信・普及啓発知る・学ぶ

北アルプストレイルプログラム（利用者参加制度）の全体像

動画（PR・普及啓発）

登山講習会

ボランティア活動
（ex.清掃、普及啓発、ゴミ拾い・持ち帰り、資材運搬）

アンケート調査

SNSで周囲に広める・届ける

現地で報告

登山アプリ等
（山レポ、YAMAPフィールド機能）

登山道維持協力金
寄付（ex.寄付型商品（稜線バタークッキー）

の購入、企業寄附）

回答する

アクセス・閲覧する

知る・学ぶ

知る・学ぶ

参加する
参加する

コンテンツ

情報発信

周知広報する

周知広報する

ツアー内で説明・普及啓発
登山者を育成する

普及啓発

協力する

掲載依頼・周知広報・普及啓発

受皿を整える

報告を受ける・状況を確認する

報告を受ける・状況を確認する

調査設計・調査の実施

報告会・検討会等 制度の運営・評価・見直し

参加する

協力する

支払う（任意）

支払う（任意）

関係者に知らせる

情報を記録・報告する

発信する 発信する

※運営体制は資料2-2を参照

▮北アルプストレイルプログラム（利用者参加制度）が目指す方向性

山岳系メディア等
（雑誌:山溪、岳人、ランドネ、ピークスなど）

事業実施・収受する

知る・学ぶ


